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Key Pathway Advisor Quick Guide

 Key Pathway Advisor (KPA) 解析の基本ステップ（データのアップロード)

 解析結果の確認：KEY HUBS

 解析結果の確認：Pathway Maps

 解析結果の確認：Drug Targets

 解析結果の確認：Putative Biomarkers

KPA でできること

遺伝子の発現変動を共通して調節している上流因子の予測
Causal reasoningアルゴリズムに基づき、発現変動遺伝子の上流因子（Key Hubs）を探索するこ
とが可能です。

相乗的エンリッチメント解析
Key Hubsをエンリッチメント解析へと取り込むことで、実験データの生物学的意義をより深く解
釈することが可能です。

発現変動遺伝子が分子プロセスにどのように影響するかを予測
Signaling pathway impact analysis (SPIA)アルゴリズムに基づき、パスウェイの各因子への影響
を予測することができます。

バイオマーカー解析・Drug Target解析
指定した疾患において、発現変動遺伝子／Key Hubsが医薬品開発の標的分子として適しているか、
それらについて医薬品開発が行われているか、を簡便に評価することが可能です。

レポート作成（HTMLレポート, PDFレポート, XLSレポート）

MetaCoreへのリンク

https://apps.clarivate.com/kpa

https://apps.clarivate.com/kpa

https://apps.clarivate.com/kpa
https://apps.clarivate.com/kpa
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Key Pathway Advisor Quick Guide

この資料では解析ワークフローを、使用の際の注意点も含めてご案内します。
解析アルゴリズムの詳細等については、KPA画面から入手可能なヘルプ資料をご参照ください。

File Upload（データのアップロード）の手順

ログインするとアップロード画面を表示し
ます。発現変動遺伝子などのデータをDrug 
& Dropします。

クリックするとアップロード可能
なID、データ形式などを確認できま
す。詳しくは本資料下部の[アップ
ロード可能なデータ形式]をご覧く
ださい。

ここではこのデータを使用します。
アップロードするデータには発現値 (Fold 
Change, Intensity等)は必須ではありませんが、
発現値を付与することでCausal Reasoning機
能での解析（上流解析）が可能になります。

アップロード可能なデータ形式

＜ファイルの形式＞
• Excel及びText形式（.TXT、.XLS/XLSXの各ファイル形式）。
• 1,000以上の遺伝子をアップロードした場合、発現変動値付きデータの場合は、自動的に変動値の大きい上位1,000

遺伝子のみを対象として解析します。IDのみのデータの場合、自動的にリストの上から順に1,000遺伝子を選択し
ます。推奨アップロードID数は300～600程度です。

• 現在KPAは、発現変動値に付随するp-value付きデータも受け付けますが、閾値の設定やp-valueを考慮した計算はで
きません。

• 解析できるデータサイズは10MBまでです。

＜読み込み可能なID＞

OMIM IDs
RefSeq IDs
Unigene IDs
ENSEMBL IDs
SwissProt IDs
GeneBank IDs

(ヒトの遺伝子・タンパク質ID)
EntrezGene (LocusLink) IDs
Gene symbol (e.g. TP53, etc.)
Affymetrix tag IDs (expression)
Illumina tag IDs (expression)
Agilent tag IDs (expression)
Codelink tag IDs (expression)

Panther IDs
MetaCore gene IDs
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Key Pathway Advisor (KPA) 解析の基本ステップ
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Key Pathway Advisor Quick Guide

Analysis Settings（解析内容の設定）

データをアップロードすると、基本的に
はデータのIDを自動で認識します。もし変
更が必要な場合はEdit File Settingsから変更
が可能です。

データをDrug & Dropすると設定画面を表示。
Putative Biomarkers解析やDrug Targets解析を行う場
合はチェックボックスにチェックを入力。
上記の2つの解析を行わない場合は、そのまま解析
を進めることが可能です。

入力ボックスに、Putative Biomarkers 解析、Drug 
Targets解析を行いたい疾患名を入力。

途中まで入力するとアシスト機能が候補疾患名を
リスト表示します。

エンリッチメント解析のOntologyの設定や
P-value thresholdなどの追加の設定を行え
ます。詳しくは本資料下部の [Analysis 
Settingについて]をご覧ください。

Run analysisをクリックします。

解析のStatusを表示。解析が完了すると、データ
名をクリックし解析結果を確認できます。

解析が完了すると登録されたメールアドレス宛て
にメールが送信されます。

過去の解析結果も併せて表示され、一度
解析を行った結果についてはいつでも確
認可能です。また、PDF、Excelの各形式で
も解析レポートとして出力できます。

Analysis Settingについて

Analysis Settingでは以下の設定を変更できます。

・Processes Ontologies
エンリッチメント解析を行うオントロジーを選択できます。GO termについて

はデフォルトでは解析を行いませんが追加することも可能です。

・Advanced Settings
Synergy Enrichment及びKey Hub解析を行う際のP-valueのThresholdを設定できま

す。デフォルトでは0.05、0.01がそれぞれ設定されています。

またKey Hub解析に用いるアルゴリズムを選択できます。

・Causal Reasoning：分子の相互作用を分析し上流の制御因子を予測

・Overconnectivity：より多くの分子と相互作用するハブ分子を探索

なお、デフォルトではCausal Reasoningが適用されますが、実験値がないデータ

の場合はOverconnectivityが適用されます。
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Key Pathway Advisor Quick Guide

この資料では解析結果の見方についてご紹介します。KEY HUBSの機能ではアップロードした
発現変動遺伝子を上流で制御している可能性のあるハブ分子を同定することが可能です。

解析結果の確認フロー

解析結果を開くとまずアップロードしたデータを
表示します。

タブを切り替えることで各種解析結果を
確認することができます。

「KEY HUBS」をクリックします。

実験データを制御している可能性のある重要なハ
ブ分子のリストを表示します。

予測されたKEY HUBSのトータル数が表示
されます。
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解析結果の確認：KEY HUBS
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各分子の詳細情報の確認

Molecular Entity名やGene名をクリックすると、以下の情報が
表示されます。

• Summary ：各分子のFull name、シノニム、概要、局在な
どの情報の他、MetaCore、NCBI等へのリンクも提供して
います。

• Interactions ：選択した分子が関与する相互作用をまとめ

ています。これらは相互作用の種類別に分類されていま
す。内訳を円グラフで表示しており、相互作用の種類を
クリックすると、相互作用の効果の内訳が表示されます
（画面右：activates, inhibitsなど）。

• 各分子の周辺分子の情報などのより詳細な情報を確認す
るには、MetaCoreへのリンクが便利です。
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予測されたハブ分子の発現変化の方向性（活性
化／抑制）を示します。
Supportive data＝実験データのうちPredicted 
Activityで予測されているハブ分子の方向性と活
性化の方向性が一致する分子の数 / Total data＝
実験データ中の各ハブ分子によって制御される
分子の総数を示します。
P-value ：各ハブ分子毎のP-valueを示します。
Path Length ：実験データと各ハブ分子の間のス
テップ数を示します。（最大3ステップまで）

実験データ中に存在する分子についてはここに
発現の方向性を示す▲▼を表示します。

「view」をクリックします。

リンクをクリックすることで各分子のより詳細
な情報を確認できます。詳しくは本資料下部の
[各分子の詳細情報の確認 ]をご覧ください。
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Key Pathway Advisor Quick Guide

実験データとハブ分子との制御関係を表示します。

Key Hub ：実験データ内の分子を上流で制御する
ハブ分子（Key Hub）。解析から予測された発現変
化の方向性（Predicted Activity）はアイコンの左横

に＋（プラス）または－（マイナス）の記号で表
示されます。

Supportive Data ：予測されたハブ分子の発現変化

の方向性を支持する発現変化をしている実験デー
タ内の分子になります。

Conflicting Data ：予測されたハブ分子の発現変化
の方向性と相反する発現変化をしている実験デー
タ内の分子になります。

Mediators ：ハブ分子と実験データ内の分子を仲介
する分子になります。

アイコンの色は、緑が実験データの中で活性化さ
れていた分子、赤が抑制されていた分子を表しま
す。また、灰色の分子は実験データの中には含ま
れなかった分子です。

アイコンを結ぶ線は、緑が上流（左側）の分子が
下流（右側）の分子を活性化する関係、赤は上流
の分子が下流の分子を抑制する関係にあることを
表します。

各アイコンの意味は画面右上の「Legend」から確
認できます。

画面上部の「Table View」をクリックするとテーブ
ル表示に切り替えることが可能です。
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Key Pathway Advisor Quick Guide

分子のアイコンをクリックします。

関連する相互作用がハイライト表示され、ポップ
アップが立ち上がります。ポップアップには相互
作用の一覧などが表示されます。

相互作用の一覧のMechanism名をクリックします。

各相互作用に関する出典文献の一覧を表示します。

Detailsの中には文献の概要の他、実験手法、
使用した組織や細胞株の情報、リン酸化
部位など、文献中に記載された情報をま
とめてあります。
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Key Pathway Advisor Quick Guide

この資料では解析結果の見方についてご紹介します。Pathway Mapsの機能ではアップロー
ドした発現変動遺伝子が関連する生体内の生物学的プロセスを知ることが可能です。

解析結果の確認フロー

「Pathway Maps」をクリックすると、
Key Pathway Mapsの一覧が表示されます。

解析によって同定されたパスウェイ
マップの総数が表示されます。

Impact P-value：相乗的エンリッチメ
ント解析によるパスウェイマップの
P-valueを示す。

Path Activity：そのパスウェイが活性
化されている（ ▲ ）か、抑制され
ている（▼）かを表示。疾患関連
マップや予測ができなかったものに
ついてはNAと表示します。

マップ名をクリック。
対応するパスウェイマップが表示されます。

マップ内の各アイコンの意味は画面
右上の「Legend」から確認できます。
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解析結果の確認：Pathway Maps
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Key Pathway Advisor Quick Guide

Signaling Pathway Impact Analysis (SPIA)

画 面 右 上 の Settings の 中 か ら 「 Molecule 
perturbation (SPIA)」をクリック。
デフォルトでは「Your data (fold change)」が選
択されています。

SPIAによって実験データに含まれる上

流の分子の発現変化を分析し、その下
流の分子の発現変化を予測します。

画面右上の「Description」をクリック
すると、パスウェイマップの概要を確
認できます。

マップの構築の際に利用した情報の出
典元の文献情報へのリンクを提供して
います。
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この資料では解析結果の見方についてご紹介します。Drug Targetsの機能では実験データ中の発現変動遺
伝子、もしくは推測された重要ハブ分子が、指定した疾患（もしくはその類似疾患）について、薬剤開発
の標的となっているかの情報、およびその開発段階を確認することが可能です。

解析結果の確認フロー

「DRUG TARGETS」をクリック。

医薬品開発のターゲットとなっている分子
のリストが表示されます。

医薬品開発のターゲットとなってい
る分子の総数が表示されます。これ
らの結果は化合物データベース
Cortellis Drug Discovery Intelligenceを
情報源としています。

薬剤の開発段階です。Preclinicalから臨床の
フェーズ、Launchedまでの各段階で表されま
す。

対象疾患名です。データアップロード時の
Settingで指定した疾患及びそのカテゴリーに
含まれる疾患名が表示されます。

Medical Subject Headings (MeSH)に準拠して、
類似した病因を持つ疾患、若しくは類似組
織・臓器に関連した疾患について、同様の
Drug Targets解析を行います。

予測されたハブ分子の中の分子であれば発現
の方向性を表す▲▼が表示されます。

実験データ中の分子であれば発現の方向性を
表す▲▼が表示されます。

開発薬剤名です。過去12-18ヶ月の間で、以下

のいずれかの情報があり、現在開発中である
と考えられるものについてはUnder Active 
Development （UAD）の表示(*)が付与されます。

a）プレスリリース、アニュアルレポートでの
言及、企業のホームページ上での言及(特に、

企業が公表する開発品リストにその医薬品候
補が含まれる場合)がある

b）バイオ系文献（学術雑誌や学会）において、
開発の進捗を示す言及がある
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解析結果の確認：Drug Targets



© 2023 Clarivate. 
Clarivate とそのロゴおよびここで使用されている他の全ての商標は、それぞれの所有者の商標であり、ライセンスに基づいて使用されています。
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この資料では、実験データ中の遺伝子の発現変動、もしくは推測される重要ハブ分子の活性が、特定
の疾患（もしくはその類似疾患）に関して論文で報告されるバイオマーカー情報と一致するかどうか
を解析します。この一致の程度は‘Biomarker match score’として、Perfect、Similar、Uncertain、
Conflicting、Unknownの５つのグレードで表されます。

この解析により、各遺伝子および重要ハブ分子が特定の疾患に関するバイオマーカーとして報告され
ているかを、簡単に確認することができます。

解析結果の確認フロー

「PUTATIVE BIOMARKERS」をクリック。

論文で報告されているバイオマーカーと一
致する分子のリストが表示されます。

論文で報告されているバイオマー
カーと一致する分子の総数が表示
されます。

Biomarker match score：論文で報

告されているバイオマーカーとの
一致の程度を表します。詳しくは
本資料下部の [Biomarker match 
score]をご参照ください。

リストの各分子の右の＋（プラス）をク
リック。

チェックをはずすことで、疾患と
の関係について信頼性が低い情報
も参照することが可能です。

Biomarker match score

Perfect
遺伝子、もしくはKey Hubの活性の向き（活性化／抑制）が既知の報告と一致する。（例：特定の遺伝子につい

て、実験データで発現増加しており、文献でも対象疾患における発現増加の報告がある。）

Conflicting
遺伝子、もしくはKey Hubの活性の向き（活性化／抑制）が既知の報告と相反する。（例：特定の遺伝子につい

て、実験データでは発現増加しているが、文献では対象疾患において発現減少の報告がある。）

Similar
遺伝子、もしくはKey Hubの活性の向き（活性化／抑制）が既知の報告と一致しているが、発現レベルの相違

（Activity／Abundanceの違い等）があり追加の確認が必要と考えられる。

Uncertain
遺伝子、もしくはKey Hubの活性の向き（活性化／抑制）が既知の報告と相反しており、かつ発現レベルの相違

（Activity／Abundanceの違い等）がある。

Unknown
実験データまたは既知の報告のいずれかが、発現の方向性に関する情報を欠いている。
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解析結果の確認：Putative Biomarkers
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クラリベイト・アナリティクス・ジャパン株式会社
ライフサイエンス& ヘルスケア事業部

〒107-6118 東京都港区赤坂5丁目2番20号赤坂パークビル18階

【製品に関する問い合わせ】クラリベイトカスタマ―ケア
ts.support.jp@clarivate.com
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「View」をクリックすると、出典文献の
詳細を確認することができます。

指定の疾患における論文で報告されてい
る情報について簡単にまとめてあります。

出典文献情報：論文のタイトルはクリックすることでPubMedへリンクします。

Details：論文中に記載されている情報について、試験のデザインや解析の手法などの詳細
を簡単にまとめてあります。
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